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［特集］モノ運び最前線・海運＋αで運ぶ

“More Than Shipping”を体現
成長市場「海洋」に重点投資



一般社団法人 
おらが大槌夢広場

代表理事
臼沢 和行 さん

ボランティアの受け入れは、普段メディアに露出しづ
らい地域を広く知っていただくためのチャンスと捉えて
います。ボランティアや支援者と被災地の住民が交
流することは、被災者の心の癒やしとなり、住民の復
興への意識向上にも寄与しています。日本郵船の新
入社員の皆さんは感受性が豊かで、頭だけでなく心
でも被災地を受けとめていただきました。

○おらが大槌夢広場とは…
震災後、町民により初めて立ち上げられた、町づくりのための
団体。一般社団法人として2011年11月に設立された。週刊
大槌新聞の発行や資料館などの運営を行うとともに、被災地
視察や企業研修の受け入れを行っています。大槌町民が外
部の人と触れ合い多様な考え方やアイデアを吸収することで、
「人」として成長し、それがいずれ「町」の成長に貢献すると
考えています。

CORPORATE CITIZENSHIP ● 被災地で新入社員研修

日本郵船の社会貢献活動Corporate Citizenship

間伐材を林道まで引き出す

日本郵船の社会貢献活動　http://www.nyk.com/csr/social/

燃料として間伐材を薪に加工

Partner Interview
被災地で新入社員研修
社会貢献を考える機会に
ボランティアやワークショップ実施

　

日
本
郵
船
グ
ル
ー
プ
は
、
東
日
本
大
震
災

の
被
災
地
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
当

社
は
こ
れ
ま
で
、
社
員
や
役
員
、
Ｏ
Ｂ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
被
災
地
に
派
遣
し
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
そ
の
延
長
と
し
て
、２
０
１
４
年
度

4
月
入
社
の
新
入
社
員
研
修
に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
研
修
を
組
み
入
れ
ま
し
た
。

　

被
災
地
で
の
活
動
を
通
し
て
、
新
入
社
員

が
企
業
の
社
会
貢
献
の
意
味
を
考
え
る
と
と

も
に
、
業
務
以
外
に
も
視
野
を
広
げ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

研
修
に
は
34
人
の
新
入
社
員
が
参
加
。
岩

手
県
上
閉
伊
郡
大
槌
町
と
釜
石
市
で
、
2
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
4
泊
5
日
の

研
修
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

研
修
で
は「
現
地
語
り
部
ガ
イ
ド
に
よ
る

大
槌
町
視
察
」「
菜
種
刈
り
や
農
地
整
備
、
間

伐
作
業
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」「
被
災

地
の
課
題
を
テ
ー
マ
に
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
社
は
引
き
続
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含

め
た
被
災
地
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

間伐材を運び出す作業に取り組む新入社員

上・右／被災地の課題を
もとに、社会貢献の
意味も考えた
ワークショップ

（写真協力：一般社団法人おらが大槌夢広場）
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“More Than Shippin g”を体現
成長市場「海洋」に重 点投資

Vo l.16

海
運
＋α
で

	

運
ぶ

モノ運び最前線 ● 海運＋αで運ぶ

日本郵船が重点投資分野
の一つとしているのが海洋
事業です。これは、中期経
営 計 画のタイトル「More 
Than Shipping 2018～
Stage2 きらり技術力～」の

「More Than Shipping」
を体現する取り組みになりま
す。成長市場である海洋の
フィールドでどのような事業
を展開しているのか、また、
船会社である私たちが海洋
へと活動範囲を広げた背景
をご紹介します。

2013年にブラジル沖で稼働したFPSO
“CidadedeParaty”

FSO“JorunnKnutsen”
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油

・

ガ

ス

輸

送

に

加

え

上

流

・

下

流

へ

モノ運び最前線 ● 海運＋αで運ぶ

伝
統
的
な
海
運
業
だ
け
で
は
差
別
化
で

き
な
い
―
―
。
こ
の
よ
う
な
強
い
思

い
か
ら
、
郵
船
は
2
0
0
8
年
10
月
、
海
洋
事

業
を
進
め
る
組
織
と
し
て
海
洋
事
業
グ
ル
ー

プ
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

海
洋
事
業
と
聞
い
て
ど
の
よ
う
な
も
の
を

想
像
す
る
で
し
ょ
う
か
。
日
本
近
海
に
眠
る

メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
な
ど
の
資
源
の
開
発
、

あ
る
い
は
海
底
油
田
の
掘
削
で
し
ょ
う
か
。

広
大
な
海
と
同
様
に
海
洋
事
業
も
広
範
囲
に

わ
た
り
ま
す
。
そ
の
中
で
わ
れ
わ
れ
が
現
在

取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、
油
と
ガ
ス
の
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
に
関
わ
る
分
野
で
す
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
る
油
や
ガ
ス
が
私
た
ち

の
手
元
に
届
く
ま
で
を
見
て
み
る
と
、
ま
ず
、

油
田
・
ガ
ス
田
を
探
す
探
査
・
探
鉱
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
そ
の
存
在
が
確
認
で
き
れ
ば
開

発
・
掘
削
の
ス
テ
ー
ジ
に
入
り
ま
す
。
そ
し

て
、
油
や
ガ
ス
を
実
際
に
生
産
し
、一
時
的
な

貯
蔵
や
精
製
な
ど
を
経
て
、
油
・
ガ
ス
会
社

な
ど
に
輸
送
さ
れ
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
全
体
に

取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

も
、
陸
上
で
は
な
く
、
北
海
や
ブ
ラ
ジ
ル
沖
、

西
ア
フ
リ
カ
沖
、
メ
キ
シ
コ
湾
な
ど
が
主
戦

場
で
す
。
油
や
ガ
ス
の
海
上
輸
送
は
従
来
か

ら
主
力
事
業
で
す
が
、
こ
れ
に
加
え
て
、
輸
送

の
前
後
に
あ
る
上
流
と
下
流
に
も
参
画
し
ま

す
。
上
流
と
は
油
や
ガ
ス
の
生
産
な
ど
、
下
流

は
、
例
え
ば
、
海
上
輸
送
し
た
液
化
天
然
ガ
ス

（
L
N
G
）を
再
び
ガ
ス
に
戻
す
作
業
で
す
。

　

郵
船
で
既
に
稼
働
し
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
海
底
油
田
な
ど
の
掘
削
を
行
う
ド
リ
ル

シ
ッ
プ
と
、
油
・
ガ
ス
を
生
産
、
貯
蔵
し
、
積

み
出
し
を
行
う
浮
体
式
の
設
備
Ｆ
Ｐ
Ｓ
Ｏ
※
１

の
保
有
・
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
事
業
。ド
リ
ル
シ
ッ

プ
は
地
球
深
部
探
査
船“
ち
き
ゅ
う
”
と
、

２
０
１
２
年
に
ブ
ラ
ジ
ル
沖
で
操
業
を
開
始
し

た“Etesco Takatsugu J

”の
2
隻
が
あ
り

ま
す
。Ｆ
Ｐ
Ｓ
Ｏ
は
昨
年
6
月
に
ブ
ラ
ジ
ル
沖

で
1
隻
が
稼
働
を
開
始
し
て
お
り
、２
０
１
６

年
ま
で
に
2
隻
が
加
わ
り
3
隻
体
制
に
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、当
社
は
50
％
出
資
す
る
ク
ヌ
ッ
ツ
ェ

ン
・
エ
ヌ
ワ
イ
ケ
イ
・
オ
フ
シ
ョ
ア
・
タ
ン

カ
ー
ズ（Knutsen NYK Offshore Tankers 

A
S

＝K
NOT

）
で
、
２
０
１
０
年
か
ら
シ
ャ

ト
ル
タ
ン
カ
ー
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

シ
ャ
ト
ル
タ
ン
カ
ー
と
は
Ｆ
Ｐ
Ｓ
Ｏ
な
ど
浮
体

式
設
備
で
生
産
さ
れ
た
油
を
直
接
海
上
で
受

け
取
り
、
陸
上
の
製
油
所
や
原
油
貯
蔵
基
地

へ
と
輸
送
す
る
船
。
船
隊
は
新
造
船
を
含
め

て
30
隻
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

わ
れ
わ
れ
が
海
洋
事
業
に
取
り
組
む
理
由

の
一
つ
は
こ
の
分
野
が
成
長
市
場
で
あ
る
こ
と

で
す
。
原
油
や
L
N
G
の
価
格
の
高
止
ま
り
に

よ
っ
て
世
界
で
海
底
油
田
・
ガ
ス
田
の
開
発
が

加
速
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
F
P
S
O
は
世

界
に
新
規
発
注
が
決
ま
っ
て
い
る
も
の
を
含
め

て
2
0
0
隻
以
上
あ
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
こ
れ

と
ほ
ぼ
同
数
の
F
P
S
O
な
ど
の
生
産
設
備
が

必
要
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

シ
ャ
ト
ル
タ
ン
カ
ー
も
F
P
S
O
の
増
加
に
付

随
し
て
需
要
が
高
ま
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

　

長
期
で
安
定
的
な
収
益
が
期
待
で
き
る
こ

と
も
海
洋
事
業
に
取
り
組
む
理
由
で
す
。
海

運
業
は
経
済
情
勢
な
ど
に
よ
る
市
況
変
動
に

収
益
が
左
右
さ
れ
や
す
い
た
め
、
海
運
の
中
で

さ
ま
ざ
ま
な
船
種
を
扱
う
こ
と
で
、
あ
る
事
業

が
悪
く
て
も
別
の
事
業
で
補
う
体
制
を
構
築

し
て
き
ま
し
た
が
、
更
に
、
従
来
の
海
運
業
と

は
異
な
る
分
野
で
新
た
な
安
定
収
益
を
創
出

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
海
洋
事
業
は
タ
ン
カ
ー
や
L
N
G

船
な
ど
の
海
運
事
業
で
わ
れ
わ
れ
が
長
年
培
っ

て
き
た
技
術
を
生
か
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

エネルギーの
バリューチェーンと
日本郵船グループが
展開する海洋事業

上
流

下
流

探
査

探
鉱
・
開
発
・

掘
削

生
産
設
備

生
産
・
貯
蔵

域
内
輸
送

精
製
・
液
化
・

貯
蔵

輸
送

お
客
様

ド
リ
ル
シ
ッ
プ

探
査
船

（
船
員
供
給
に
協
力
）

Ｆ
Ｓ
Ｏ
事
業

Ｆ
Ｐ
Ｓ
Ｏ
事
業

シ
ャ
ト
ル
タ
ン
カ
ー
事
業

Ｆ
Ｓ
Ｒ
Ｕ（
参
入
検
討
）

※1　FPSO=Floating Production, Storage and Offloading system6  NYKplus 2014   Autumn 2014   Autumn NYKplus  5



次

の

展

開

へ

新

た

な

技

術

身

に

つ

け

る

　

今
後
の
展
開
と
し
て
は
、F
P
S
O
や
シ
ャ

ト
ル
タ
ン
カ
ー
事
業
の
拡
大
を
図
っ
て
い
く

と
と
も
に
、
新
た
な
分
野
を
開
拓
し
ま
す
。

　

数
年
以
内
に
参
入
し
た
い
と
考
え
て
い
る

の
が
F
S
R
U
※
２

。
海
上
輸
送
さ
れ
た
L
N
G

を
受
け
取
り
、
再
ガ
ス
化
し
て
陸
上
に
届
け

る
、
洋
上
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し
て
機
能
す
る
設

備
で
す
。
新
興
国
で
も
L
N
G
の
需
要
が
高

ま
っ
て
い
く
中
、
陸
上
設
備
と
比
べ
て
低
コ
ス

ト
か
つ
短
期
間
に
L
N
G
の
受
け
入
れ
体
制

を
整
え
ら
れ
る
F
S
R
U
の
需
要
拡
大
が
見

込
ま
れ
ま
す
。
L
N
G
船
事
業
で
の
経
験
や

知
見
を
生
か
せ
る
分
野
と
し
て
注
目
し
て
い

ま
す
。
同
様
に
、
海
底
ガ
ス
田
か
ら
取
り
上
げ

た
ガ
ス
の
液
化
を
洋
上
で
行
う
F
L
N
G
※
３

へ
の
参
入
も
目
指
し
ま
す
。

海
洋
は
新
し
い
事
業
分
野
だ
け
に
苦
労

も
あ
り
ま
す
。
海
洋
事
業
グ
ル
ー
プ

の
伴
野
拓
司
グ
ル
ー
プ
長
代
理
は
こ
う
話
し

ま
す
。「
日
本
郵
船
の
約
1
3
0
年
の
歴
史
の

中
で
培
わ
れ
た
知
見
や
経
験
を
生
か
し
な
が

ら
、
収
益
を
上
げ
ら
れ
、
か
つ
社
会
に
貢
献
で

き
る
取
り
組
み
を
模
索
し
て
い
ま
す
。
新
し

い
分
野
な
の
で
手
探
り
で
進
め
る
部
分
が
多

い
で
す
が
、
紆
余
曲
折
を
繰
り
返
し
な
が
ら

前
に
進
ん
で
い
ま
す
」。

　

海
洋
事
業
を
通
じ
て
新
た
な
技
術
を
習
得

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
Ｋ
Ｎ
Ｏ
Ｔ
で
は
、
北
海
で
産

出
さ
れ
る
油
の
貯
蔵
と
シ
ャ
ト
ル
タ
ン
カ
ー

へ
の
積
み
出
し
を
行
う
Ｆ
Ｓ
Ｏ
※
４

を
、
シ
ャ
ト

ル
タ
ン
カ
ー
を
改
造
し
て
建
造
し
、
そ
の
設

計
・
資
機
材
の
調
達
・
建
造（
Ｅ
Ｐ
Ｃ
※
５

と
呼

ば
れ
る
）ま
で
を
一
括
し
て
石
油
開
発
会
社
に

提
供
し
ま
す
。
Ｋ
Ｎ
Ｏ
Ｔ
で
は
郵
船
の
社
員

が
8
人
勤
務
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
3
人

が
こ
の
Ｆ
Ｓ
Ｏ
の
Ｅ
Ｐ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
に
参
加
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
海
洋
事

業
の
世
界
で
は
Ｅ
Ｐ
Ｃ
か
ら
竣
工
後
の
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
を
一
括
し
て
提
供
す
る
の

が
一
般
的
で
あ
り
、
造
船
所
が
や
る
よ
う
な

業
務
を
わ
れ
わ
れ
が
主
体
的
に
行
う
と
い
う

新
た
な
取
り
組
み
に
な
り
ま
す
。

　

F
P
S
O
事
業
で
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
サ
ン
ト

ス
に
生
産
設
備
の
管
理
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の

支
援
を
行
う
事
務
所
が
あ
り
、
そ
こ
に
社
員

を
1
人
派
遣
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
F
P
S
O

が
3
隻
体
制
に
な
る
の
で
、
派
遣
者
を
2
人

に
増
や
す
計
画
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
海
洋
事
業
と
い
う
新
し
い

フ
ィ
ー
ル
ド
で
得
た
経
験
と
技
術
を
持
ち
帰

り
、
次
の
展
開
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

　

中
期
経
営
計
画
の
タ
イ
ト
ル「
き
ら
り
技
術

力
」に
は
、
持
っ
て
い
る
技
術
を
磨
く
と
い
う

意
味
も
あ
り
ま
す
が
、
海
洋
事
業
を
通
じ
て
、

新
た
な
技
術
を
身
に
つ
け
る
こ
と
も
で
き
る
の

で
す
。
海
洋
事
業
の
よ
う
に
高
度
な
技
術
を

求
め
ら
れ
る
分
野
を
伸
ば
す
こ
と
は
他
社
と

の
差
別
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

モノ運び最前線 ● 海運＋αで運ぶ

海底油田などの掘削を行うドリルシップ“EtescoTakatsuguJ”

写真・上／
洋上で生産された油を貯蔵基
地へ輸送するシャトルタンカー
“CarmenKnutsen”

写真・左／
FSO（手前）とドッキングするシャ
トルタンカー“HanneKnutsen”

※2　FSRU=Floating Storage and Regasification Unit
※3　FLNG=Floating LNG

※4　FSO=Floating Storage and Offloading system
※5　EPC=Engineering, Procurement, Construction
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PERSON@NYK
── 在来船・プロジェクト貨物輸送本部の営業第一グループ長

小杉桂子さん
ＮＹＫバルク・プロジェクト貨物輸送株式会社（NBP）
在来船・プロジェクト貨物輸送本部
営業第一グループ長

PERSON@NYK ● 在来船・プロジェクト貨物輸送本部の営業第一グループ長

NBPのオフィス
多目的在来船“Kurobe”

プラント用の貨物など巨大貨物を運ぶ

　

日
本
郵
船
グ
ル
ー
プ
で
、
石
炭
や
穀
物
な
ど

の
ば
ら
積
み
貨
物
と
、
プ
ラ
ン
ト
・
モ
ジ
ュ
ー

ル
、
重
量
物
、
鋼
材
な
ど
の
多
岐
に
わ
た
る
貨

物
の
輸
送
を
担
っ
て
い
る
の
が
Ｎ
Ｙ
Ｋ
バ
ル
ク
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
貨
物
輸
送
㈱
。
在
来
船
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
貨
物
輸
送
本
部
は
、
Ｄ
Ｗ
Ｔ
８
千
ト

ン
か
ら
３
万
ト
ン
の
多
目
的
在
来
船
を
運
航
し

て
い
ま
す
。

　

同
本
部
で
営
業
第
一
グ
ル
ー
プ
長
を
務
め
る

小
杉
桂
子
さ
ん
は
、
欧
州
、
ア
フ
リ
カ
、
米
国
、

南
太
平
洋
の
航
路
を
運
営
し
て
い
ま
す
。「
欧
州

／
西
ア
フ
リ
カ
間
の
シ
ャ
ト
ル
サ
ー
ビ
ス
や
米

州
航
路
、
南
太
平
洋
の
サ
ー
ビ
ス
は
開
設
・
改

編
し
た
ば
か
り
で
、世
界
中
の
輸
送
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
た
め
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
て
い
ま
す
」。

　

小
杉
さ
ん
が
担
当
す
る
欧
州
航
路
や
ア
フ
リ

カ
航
路
は
、
海
賊
が
多
発
す
る
海
域
を
通
り
ま

す
。
ソ
マ
リ
ア
沖
の
海
賊
被
害
が
最
も
悪
化
し

た
時
期
に
ス
エ
ズ
運
河
通
峡
を
取
り
止
め
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、「
本
船
に
安
全
対
策
を

施
し
ス
エ
ズ
経
由
の
ル
ー
ト
に
戻
し
た
と
き
は
、

ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
海
賊
の
発
生
は
一
時
よ
り

下
火
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
最
近
で
は
西

ア
フ
リ
カ
の
エ
ボ
ラ
出
血
熱
の
影
響
も
あ
り
、

気
が
抜
け
ま
せ
ん
」。

　

１
９
９
６
年
に
郵
船
で
女
性
初
の
海
外
駐
在

員
と
し
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
赴
任
。
そ
の
２
年

半
後
に
は
ロ
ン
ド
ン
に
も
駐
在
し
て
お
り
、「
こ

れ
ら
の
海
外
駐
在
の
経
験
は
現
在
の
業
務
に
生

き
て
い
ま
す
」。

　

女
性
が
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
を
整
備
し
、

「
業
務
面
で
特
別
扱
い
し
な
い
」（
小
杉
さ
ん
）

郵
船
は
、
役
員
・
管
理
職
を
含
む
多
く
の
女
性

が
活
躍
し
て
お
り
、
性
別
に
関
係
な
く
働
き
続

け
ら
れ
る
環
境
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
郵
船
は

本
年
、
経
済
産
業
省
と
東
京
証
券
取
引
所
が
選

定
す
る「
な
で
し
こ
銘
柄
」
に
海
運
業
で
初
め

て
選
ば
れ
ま
し
た
。

世
界
を
つ
な
ぐ

　
　
新
し
い
航
路
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
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SAFETY & ECO ● 超省エネ自動車運搬船が竣工 SAFETY & ECO

超省エネ自動車運搬船が竣工

　

日
本
郵
船
グ
ル
ー
プ
は
二
酸
化

炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
排
出
量
の
削
減
を

目
指
す
「
環
境
特
命
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
２
０
０
８
年
に
立
ち
上
げ
、

こ
の
中
で
超
省
エ
ネ
自
動
車
運
搬

船
の
開
発
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
第
１
船
ポ
ス
ト
パ
ナ
マ
ッ
ク

ス
型“A

riesLeader（
ア
リ
エ
ス
・

リ
ー
ダ
ー
）”
が
今
年
、
新
来
島

ど
っ
く
大
西
工
場
（
愛
媛
県
今
治

市
）で
竣
工
し
ま
し
た
。
２
０
１
５

年
ま
で
に
さ
ら
に
同
型
船
５
隻
を

建
造
す
る
計
画
で
す
。

　

船
舶
の
大
き
さ
は
、
太
平
洋
と

大
西
洋
を
結
ぶ
パ
ナ
マ
運
河
の
幅

や
港
湾
設
備
な
ど
に
よ
っ
て
制
限

さ
れ
ま
す
。
当
社
の
自
動
車
運
搬

船
は
こ
れ
ま
で
６
５
０
０
台
を
積

む
こ
と
が
で
き
る
船
が
最
大
で
し

た
。
今
回
の
新
型
の
自
動
車
運
搬

船
は
２
０
１
６
年
に
開
通
す
る
見

通
し
の
新
パ
ナ
マ
運
河
の
規
格
に

合
わ
せ
て
船
の
幅
を
広
げ
、
こ
れ

に
よ
っ
て
自
動
車
の
積
載
能
力
を

７
０
０
０
台
に
増
や
し
て
い
ま
す
。

１
航
海
で
運
べ
る
台
数
を
増
や
す

こ
と
で
、
自
動
車
１
台
当
た
り
の

燃
料
消
費
量
と
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
自
動
車
運
搬
船

に
は
最
新
の
環
境
技
術
を
多
数
導

入
し
て
い
ま
す
。

　

船
底
に
空
気
を
送
り
込
み
、
泡

を
発
生
さ
せ
て
海
水
と
の
摩
擦
を

減
ら
す
「
空
気
潤
滑
シ
ス
テ
ム
」
や

エ
ン
ジ
ン
か
ら
の
排
気
ガ
ス
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
利
用
す
る「
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
過
給
機
」
の
導
入
は
、

自
動
車
運
搬
船
で
世
界
初
の
試
み

で
す
。

　

燃
料
の
燃
焼
効
率
を
高
め
る

「
水
エ
マ
ル
ジ
ョ
ン
燃
料
」
へ
の
対

応
や
、
エ
ン
ジ
ン
の
燃
焼
効
率
を

向
上
さ
せ
る「
電
子
制
御
エ
ン
ジ

ン
」の
採
用
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
大
幅
な
削
減

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
加
え
て
、
船
体
デ
ザ

イ
ン
に
は“
環
境
に
優
し
い
”イ
メ
ー

ジ
を
付
加
し
て
い
ま
す
。当
社
の
自

動
車
運
搬
船
は
船
体
に
青
色
を
基

調
と
し
た
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
ラ
イ

ン「
オ
ー
ロ
ラ
カ
ラ
ー
」
を
ペ
イ
ン

ト
し
て
い
ま
す
が
、
環
境
フ
ラ
ッ
グ

シ
ッ
プ
に
位
置
付
け
た
こ
の“A

ries
Leader

”に
は
特
別
に「
グ
リ
ー
ン

カ
ラ
ー
」を
配
色
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
地
球
環
境
へ

の
対
応
だ
け
で
な
く
、
安
全
面
へ

の
配
慮
も
怠
っ
て
い
ま
せ
ん
。
貨

物
倉
の
床
に
自
動
車
が
ス
リ
ッ
プ

し
に
く
い
樹
脂
を
使
用
し
た
ほ
か
、

港
に
停
泊
中
の
視
野
を
広
げ
る
た

め
の
外
側
に
突
き
出
し
た
操
舵
室

（
ブ
リ
ッ
ジ
）、
泡
方
式
の
新
型
消

火
装
置
な
ど
、
輸
送
中
の
貨
物
の

安
全
と
作
業
効
率
を
高
め
る
工
夫

を
施
し
て
い
ま
す
。

輸
送
能
力
強
化
と
最
新
技
術
導
入
で
環
境
配
慮

自動車の環境性能が飛躍的に高まる中で、それを運ぶ
自動車運搬船も環境に優しくなければなりません。日本郵船が

開発を進めてきた超省エネ自動車運搬船が竣工しました。

多数の環境配慮技術を導入した自動車運搬船“AriesLeader”
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TOPICS & NEWS

● 2014 年 4 〜 9 月 ●

TOPICS & NEWS ● 2014年 4〜9月

■  新船型コンテナ船8隻を定期用船
　当社は、ジャパンマリンユナイテッド株式会社（本社：東京都港区）呉事
業所で建造予定の14,000TEU型コンテナ船8隻の定期用船契約を締結
しました。2016年2月から2018年1月までに順次就航予定で、船体形
状や機関部など随所に工夫を凝らした新船型となります。同クラスの既存
船と比べて、積載数が増えることに加え、業界最高水準の燃費効率を発
揮することが期待されます。就航後は、現在OOCL社（OrientOverseas
ContainerLine、本社：香港）から用船している13,000TEU型コンテナ
船4隻と既存船の代替船として、アジア・欧州航路に投入する予定です。
 （2014年4月）

■  メキシコの完成車物流会社に出資
　当社は、メキシコの完成車物流会社であるCSI（ConsorciodeServicios
InternacionalesS.A.deC.V.、本社：メキシコ・モンテレー）グループに
30％出資しました。メキシコは自動車産業の集積地として完成車輸出が
年々増大しており、自動車メーカーによる工場の新設や増設が計画されて
います。また、国内販売のマーケットも好調で、今後も大きな成長が見込
まれています。当社は、同国の旺盛な輸送需要に対応するため、完成車
内陸物流に強みを持つCSIグループと共同で、内陸物流から海上輸送ま
での総合的な輸送サービスをお客さまに提供していきます。（2014年6月）

■  世界初のLNG燃料供給船建造へ
　当社は、液化天然ガス（LNG）を燃料とする船
舶への燃料供給を目的とした世界初のLNG燃料
供給船の造船契約を韓進重工業（HanjinHeavy
Industries&ConstructionCo.,Ltd.、本社:韓
国）と締結しました。同船は2016年竣工予定。
LNG燃料の供給について当社は、GDFスエズ社、三菱商事株式会社と
の3社共同事業を進めており、LNG燃料供給船の建造と欧州域内での
LNG燃料販売事業へ参画することに合意しています。 （2014年7月）

■  豪華客船で史上初の北極圏クルーズ
　当社グループのクリスタル・クルーズ社
（CrystalCruises, Inc.、本社：米国・ロサ
ンゼルス）は、ラグジュアリー船で世界初と
なる北西航路を横断する北極圏クルーズを
発表しました。北西航路は100年前、探検家ロアール・アムンセンが初め
て航海を成功させた航路。本船は米アンカレッジを出航し巨大な氷河やそ
びえ立つフィヨルドなど手つかずの大自然の中を約1,670キロにわたり航
行、32日間かけてニューヨークに入港します。 （2014年7月）

■    エコタグボート「翼」が 
マリン・エンジニアリング･オブ･ザ･イヤー受賞

　当社グループの株式会社ウィングマリ
タイムサービス（本社：神奈川県横浜市）
が所有する環境配慮型タグボート（エコタ
グボート）「翼」が、公益社団法人日本マ
リンエンジニアリング学会が選ぶ「マリン・
エンジニアリング･オブ･ザ･イヤー2013」を受賞しました。船舶用ハイブリッ
ド推進システムを搭載した同船の卓越した環境負荷低減と省エネルギー性
能が高く評価されました。当社グループが受賞するのは3度目となります。
 （2014年7月）

■  熊本にコンテナ船積み付けプランニングセンター新設
　当社は株式会社構造計画研究所（本社：
東京都中野区）と、コンテナ船積み付けプラ
ンニングセンターを熊本構造計画研究所内
に新設しました。アジア地域の当社運航コン
テナ船の積み付けプラン作成業務および寄
港地のコンテナターミナルとの連携業務の中心的な役割を担います。同セ
ンターは、当社のシンガポールの積み付けプラン作成業務を同研究所に
完全移管することを目的として設立しています。 （2014年9月）

■  ブラジル沖油田向けシャトルタンカー2隻用船
　当社が50%出資するクヌッツェン・エヌワイケイ・オフショア・タンカーズ社
（KnutsenNYKOffshoreTankersAS、本社：ノルウェー・ハウゲスン、
以下KNOT）は、英国のガス事業会社であるブリティッシュ・ガス社（British
Gas）の子会社であるブラジル・シッピング・ワン・リミテッド社（Brazil
Shipping1Limited）とシャトルタンカー2隻の定期用船契約を締結しまし
た。用船期間は2016年第4四半期から最長で20年間となります。今
回の契約締結によりKNOTグループ傘下のシャトルタンカー船隊は発注残
を含め、合計30隻となりました。 （2014年9月）

■  キャメロンLNG向けに定期用船契約
　当社は、米ルイジアナ州のキャメロンLNGプロジェクト向けに、三井物
産株式会社（本社：東京都千代田区）と新造の液化天然ガス（LNG）船1隻
の長期定期用船契約を締結しました。投入するLNG船は、メンブレン型の
174,000㎥新造船で、2018年の竣工予定。用船期間は最長25年となっ
ています。新造船は当社100%子会社が保有し、当社グループ会社の船
舶管理の下、本プロジェクトのLNG輸送に従事する予定です。
 （2014年9月）
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　ほぼ半数以上の住民が海外出身者といわれるシドニーは、国際
色豊かで活気のあふれるオーストラリア最大の都市。1788年に英
国からの移民船が到着したのが、この街のはじまりといわれていま
す。シドニー中心部はCBDエリアといわ
れ、ビジネスの中心地として知られてい
ます。オーストラリアの主要な企業や数
多くのグローバル企業がこの街に拠点を
置いています。
　日本郵船はこの街に「NYKLine
（Australia）PTY.,LTD」を置いて、海
上輸送や海洋事業などオーストラリア全
域の事業を手掛けています。

海事用語 
AtoZ

AUSTRALIA

シドニー

N Y K の あ る 街  ◆ ◆ ◆ ◆

Sydney

シドニー
オーストラリア

NYKLine（Australia）
PTY.,LTDが入居するビル

【 FPSO 】〈えふぴーえすおー〉� 蛔5ページ

浮体式海洋石油・ガス生産貯蔵積出設備。浮体式（Floating）、生
産（Production）、貯蔵（Storage）、積出（Offloading）の頭文字
を取ってこう呼ばれる。洋上で石油やガスを生産し、これを船上のタン
クに貯蔵、タンカーに積み出しを行う。ちなみに生産設備を持たないも
のをFSO（FloatingStorageandOffloadingsystem）と呼ぶ。

【 多目的在来船 】〈たもくてきざいらいせん〉� 蛔10ページ

液体ばら積み貨物を除くほとんどの海上貨物を運ぶことができる、最も
汎用性が高い貨物船。コンテナ船やＲＯＲＯ（自走式荷役）船などの
革新荷役船に対して在来船と呼ばれる。外航貨物船としては比較的
小ぶりで、船上クレーンを装備しているため、港湾の整備が進んでいな
い発展途上国向けの輸送などで強みを持つ。

【 新パナマ運河 】〈しんぱなまうんが〉� 蛔11ページ

パナマ運河の通航量増加と船舶の大型化に対応するため、現行水路
の隣に建設中の新水路。現行水路を通航できる船の幅は最大32.2
メートルだが、新水路は幅49メートルまで通航可能。より大型のコンテ
ナ船やばら積み船などが通航できるようになり、米国産シェールガスの
日本向け輸送ルートとしても期待されている。

【 ハイブリッド過給機 】〈はいぶりっどかきゅうき〉� 蛔11ページ

エンジンの過給機（ターボチャージャー）は、排気ガスの力でエンジンに
空気を送り込み燃費効率を高める装置。これに発電機を組み込み、発
電できる機能を持たせたのがハイブリッド過給機。過給機自体の効率
を向上させ、その余力で発電する。排ガスエネルギーから船内で使用す
る電力を生み出し省エネにつなげる。

【 水エマルジョン燃料 】〈みずえまるじょんねんりょう〉� 蛔12ページ

窒素酸化物（NOx）は酸性雨の原因となる大気汚染物質で、海運業
界は船舶からのNOx排出削減に取り組んでいる。NOxは燃焼温度が
高いほど多く発生するという特性がある。船舶燃料（重油）に微細な水
を混ぜた水エマルジョン燃料を使用することで、燃焼温度を低下させ、
排気ガス中のNOxを減らすことができる。

【 LNG燃料供給船 】〈えるえぬじーねんりょうきょうきゅうせん〉� 蛔13ページ

LNG（液化天然ガス）を燃料とする船舶の普及に向けての大きな課題
が、LNG燃料の供給体制。現在は陸上からの燃料供給が主流だが、
タンクローリー１台のLNG積載量は最大で25トンしかなく、陸上タンク
からパイプラインで供給する方法も供給場所などの制約がある。このた
め、今後就航する見通しの大型のLNG燃料船には、大量のLNGを
積載できる燃料供給船が不可欠と考えられている。

南半球経済の中心地シドニー
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M
コース

エーゲ海からパリまで 
ピレウス乗船→ルーアン下船〈24日間〉

2015年5月6日水・祝 〜5月29日金

成田（または羽田） アテネ（ホテル泊） ピレウス／ドブロヴニク／スプリット／ベニス／
メッシーナ／リボルノ／バルセロナ／リスボン／ビーゴ／オンフルール／ルーアン ヴェルサイユ

パリ（ホテル泊） 成田（または羽田）

旅行代金：1,792,000円（Kステート）〜2,840,000円（Cスイート）

N
コース

地中海ハイライト乗船コース 
ピレウス乗船→バルセロナ下船〈15日間〉

2015年5月6日水・祝 〜5月20日水

成田（または羽田） アテネ（ホテル泊） ピレウス／ドブロヴニク／スプリット／ベニス／
メッシーナ／リボルノ／バルセロナ（ホテル泊） 成田（または羽田）

旅行代金：1,314,000円（Kステート）〜1,890,000円（Cスイート）

P
コース

ベニスからパリへ 
ベニス乗船→ルーアン下船〈20日間〉

2015年5月10日日 〜5月29日金

成田（または羽田） ベニス（ホテル泊）／メッシーナ／リボルノ／バルセロナ／リスボン／
ビーゴ／オンフルール／ルーアン ヴェルサイユ パリ（ホテル泊） 成田（または羽田）

旅行代金：1,645,000円（Kステート）〜2,483,000円（Cスイート）

Q
コース

コンパクトな日程の西地中海ハイライト 
ベニス乗船→バルセロナ下船〈11日間〉

2015年5月10日日 〜5月20日水

成田（または羽田） ベニス（ホテル泊）／メッシーナ／リボルノ／バルセロナ（ホテル泊）
成田（または羽田）

旅行代金：1,174,000円（Kステート）〜1,540,000円（Cスイート）

プレミア
プラン   

憧れの豪華列車“オリエント・エクスプレス”と 
優雅なクルーズでめぐるヨーロッパの旅 
ピレウス乗船→ルーアン下船〈28日間〉

2015年5月2日土 〜5月29日金

羽田 ロンドン（ホテル泊） オリエント・エクスプレス乗車（車中泊） ベニス（ホテル泊）
アテネ（ホテル2泊） ピレウス／ドブロヴニク／スプリット／ベニス／メッシーナ／リボル

ノ／バルセロナ／リスボン／ビーゴ／オンフルール／ルーアン ヴェルサイユ（ホテル泊）
パリ 羽田

旅行代金：3,679,000円（Kステート）〜4,727,000円（Cスイート）
★全ヨーロッパ乗船コース
★羽田往復はビジネスクラス直行便利用
★ヴェルサイユ宮殿にて特別ディナーにご招待

※旅行代金は大人お1人様（2名1室ご利用の場合）の料金です。
※旅行代金には航空会社の燃油サーチャージ、海外空港諸税、日本国内の空港施設使用
料、旅客保安サービス料を含みます。
※上記コース以外にも区間乗船パッケージツアーをご用意しています。
※上記コースでは株主優待割引をご利用いただけます（プレミアプランは割引対象外）。

フライ&クルーズでかなう
飛鳥Ⅱ2015年世界一周

CRUISE LOGBOOK
クルーズ情報

ドブロヴニク沖を航行する飛鳥Ⅱ（撮影：中村庸夫）

お問い合わせ 郵船クルーズ  0570-666-154  FAX 045-640-5366
http://www.asukacruise.co.jp/
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。
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、
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別
デ
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ー
に
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客
の
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さ
ま
を
ご
招
待
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
飛
鳥
Ⅱ
で
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
ク
ル
ー
ズ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

飛鳥Ⅱ2015年世界一周クルーズ
区間乗船パッケージツアー
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ＮＹＫと
衛星のはなし

地球の周囲には、3,500個以
上もの人工衛星があると言わ
れています（JAXA、2013
年）。NYKグループは、その一
つ「GPM主衛星」を、種子島
宇宙センターまで運びました。
この衛星は、地球全体の降水
状況を観測するプロジェクトの
要となります。

日本郵船グループは環境に配慮した取り組み
の一環として、印刷物のペーパーレス化を進
めています。皆さまに年2回お届けしておりま
す「NYKplus」についても、当社ホームペー
ジ上での掲載のみにすることを検討しておりま
す。つきましては株主の皆さまからご意見・ご
要望をお聞かせいただきたく存じます。下記
URLにて受け付けております。ご協力をよろ
しくお願いいたします。

http://www.nyk.com/ir/investors/plus/survey.htm

表紙 :NASA提供／裏表紙 :JAXA提供

コンテナで輸送される人工衛星


